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日
本
の

伝
統
工
芸
と

十
二
支

巳み

　

文
庫
革
と
は
、
真
っ
白
な
牛

革
に
独
特
な
加
工
を
施
し
た
工

芸
品
で
す
。

　

白
革
に
浮
世
絵
、
小
紋
、
花

と
い
っ
た
柄
の
型
を
押
し
、
彩

色
を
施
し
、
漆
で
古
び
を
付
け

る
工
程
（
錆さ
び

入
れ
）
を
経
て
、

財
布
や
小
物
な
ど
に
縫
製
し
て

仕
立
て
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
手

作
業
で
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

錆
入
れ
で
は
、
漆
の
他
に
真ま

菰こ
も

と
い
う
イ
ネ
科
の
植
物
の
胞
子

の
粉
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
東
京
都
墨
田
区
の
文
庫
屋

「
大
関
」
で
は
、
こ
の
秘
伝
の

製
法
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

墨
田
区
の
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
に
は
、
文
庫
革
の
作
品
も

あ
り
ま
す
。

　

十
二
支
の
六
番
目
の
「
巳
」

は
、
訓
読
み
が
「
し
」、
部
首

が
「
己
」。
こ
れ
に
当
て
ら
れ

た
の
が
、
へ
び
で
す
。

　

へ
び
は
古
く
か
ら
田
を
守
る

神
、
水
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
弁
財
天
の
使

い
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
金
運
上
昇
な
ど
の

縁
起
物
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

白
い
牛
革
に

彩
色
し
た

独
特
の
風
合
い

弁
財
天
の
使
い
に
も

文
庫
革

子 丑
寅
卯
辰

巳午未
申
酉
戌
亥

其
の
六

写真：有限会社 田中商店

取材協力：有限会社 田中商店　文庫屋「大関」（https://www.oozeki-shop.com/）

日
本
各
地
の
匠
の
技
で
創
ら
れ
た

伝
統
工
芸
の
干
支
を
、
地
域
の
関

わ
り
と
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

愛らしい巳のデザインを配した文庫革のキーホルダー。

三角マチのペンケース。

白革に型を押し 、一筆一筆彩色を施す。



3 2 0 2 2  S e p t e m b e r  Vo l . 2 6 1M I C

石
川
県　

金
沢
市

広報誌を
スマホなどで
閲覧できます

発行：総務省
〒 100-8926　東京都千代田区霞が関 2-1-2

（中央合同庁舎 2 号館）
電話：03-5253-5111( 代表 )

M I C  M O N T H L Y  M A G A Z I N E

みんなのくらしと生活を応援する情報誌
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情
報
通
信
白
書
刊
行
か
ら
50
年

～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と

　

デ
ジ
タ
ル
経
済
の
変
遷
～

―
令
和
４
年
版
情
報
通
信
白
書
の
概
要
―

騒
音
や
悪
臭
な
ど
に
困
っ
た
と
き
は
…

気
軽
に
市
区
町
村
等
の
「
公
害
苦
情
相
談
窓
口
」
へ

老
人
の
日
・
敬
老
の
日
に
「
火
の
用
心
」
の
贈
り
物

住
宅
防
火
・
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
：
９
月
１
日（
木
）～
９
月
21
日（
水
）

安
心
し
て
働
け
る
明
日
へ
。

令
和
４
年 

就
業
構
造
基
本
調
査

表紙の写真

ふるさと納税の返礼品にも

日本各地の
特産品

ブックカバー 広島県・福山市
繊維業が盛んで、特にデニムの産地として有名な福山
市。同市にある「アルファ企画」は、1989 年に刺繍
工場として創業。浮

う

造
づく

りの木材を使用しデニム生地に
本物の木目を擦り出した新素材「WOOD DENIM」で
つくられたブックカバーが人気です。福山市のふるさ
と納税の返礼品にもなっています。

V o l . 6

©AlphaPlanning Co.,Ltd.
協力：有限会社アルファ企画

（https://alphajp.co.jp/）

2 3 2 2

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
の
取
組
事
例
を
紹
介
！

奈
良
県
橿
原
市

第
２
次
岸
田
改
造
内
閣
・
総
務
省
の
新
体
制
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特 集

情報通信白書刊行から50年
～ICTとデジタル経済の変遷～

― 令 和 4 年 版 情 報 通 信 白 書 の 概 要 ―
総務省は、本年7月、令和4年版情報通信白書を公表しました。

情報通信白書は昭和48年に前身の通信白書を刊行して以来、今回で50回目の刊行です。
ICT市場の動向やデジタル活用の現状、総務省におけるICT政策の取組状況について掲載するとともに、

特集テーマを定め、関連するトピックを取り上げています。

スマートフォン・タブレット用アプリと電子書籍を無料で提供しています

情報通信白書電子書籍ダウンロードページ
情報通信白書アプリ

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/e-book/
index.html
※アプリや電子書籍のダウンロードにかかるデータ通信料はご利用者の負担となります。
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●�

教
育
・
医
療
な
ど
の
身
近
な
テ
ー
マ
を
基
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
高

度
化
や
利
活
用
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
、
情
報
通
信
白
書
の

刊
行
が
始
ま
っ
た
１
９
７
３
年
当
時
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
社
会
・
経

済
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
現
在
と

を
比
較
し
、
情
報
通
信
白
書
の
刊
行
か
ら
50
年
間
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
取
り
巻
く
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

●�

情
報
通
信
白
書
の
刊
行
か
ら
50
年
間
を
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
高
度
化

と
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢
の

変
化
な
ど
の
観
点
か
ら
５
期
に
分
け
た
上
で
、
節
目
と
な
っ

た
出
来
事
に
触
れ
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
、
技
術
な
ど
の
点
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
か
を

整
理
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
社
会
・
経
済
活
動
に
お
い
て
大
き
な
役

割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
ま
で
の
過
程
を
概
観
し
て
い
ま
す
。

●�

第
1
章
で
み
た
と
お
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
活

動
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
第

２
章
で
は
、
今
後
日
本
社
会
で
予
想
さ
れ
る
変
化
を
展
望
し

な
が
ら
そ
の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
期
待
さ
れ
る
役
割
に
つ
い
て
分

析
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
高
度
化
・
多
様
化
お
よ
び
社

会
へ
の
浸
透
に
伴
い
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
課
題
へ
の
取
組
状

況
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

特
集

令和 4 年版情報通信白書のポイント

　昭和 48 年に通信白書が初めて刊行されてから、今回でちょうど 50 回目の刊行となり
ます。
　この半世紀を振り返ると、市場の自由化を通じた競争の進展や様々な技術革新の実現な
どにより、ICT 分野は飛躍的な発展を遂げてきました。今や情報通信の基盤の上で、あら
ゆる人やモノがいつでもどこでも自由につながることができ、そこから新たなサービス、
イノベーションが次々と創出されています。　
　そこで、今回の情報通信白書では、「情報通信白書刊行から 50 年～ ICT とデジタル経

済の変遷～」を特集テーマとして取り上げ、この 50 年間の ICT 分野の制度、サービス、
技術等の変遷を振り返るとともに、今後の日本社会で ICT が果たす役割を展望しています。
　また、今回の白書は、ICT 分野の最新の動向を分かりやすく俯瞰できるよう、ポイント
を絞った簡潔な記述にするとともに、QR
コードなどを活用して掲載データの充実を
図っています。
　近年の新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴うデジタル化の進展等、情報通信分野
の重要性は益々高まっています。そのような中で、誰もが取り残されることなく、情報通
信がもたらす恩恵を安心して享受することのできる環境を整備することが非常に重要であ
り、「デジタル田園都市国家構想」の実現は急務となっています。総務省では、社会全体の
デジタル変革の加速、ICT を活用した地方活性化や防災・減災・国土強靭化などを中心に、
引き続き全力で取り組んでまいります。

白
書
刊
行
当
初
と
現
在
の
環
境
の
変
化

過
去
50
年
間
で
の
変
化
を
時
系
列
で
振
り
返
る

今
後
の
日
本
社
会
の
展
望

【第 3 章第 1 節関連データ（イメージ）】
https://www.soumu.go.jp/
johotsusintokei/whitepaper/ja/r04/html/
nf301000.html

情
報
通
信
白
書
刊
行
か
ら
50
年
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
変
遷
～

―
令
和
４
年
版
情
報
通
信
白
書
の
概
要
―

第
１
章

第
２
章

序 

章



62 0 2 2  S e p t e m b e r  Vo l . 2 6 1 M I C

序章　白書刊行当初と現在の環境の変化
　

情
報
通
信
白
書
の
刊
行
か
ら
50
年
間
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
高
度
化
し
、
様
々
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ

サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
ま
し
た
。

●�

主
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

は
、
１
９
７
３
年
当
時
は
加
入
電
話
、

外
出
中
の
連
絡
手
段
は
公
衆
電
話
。
現

在
は
携
帯
電
話
。
ま
た
、
メ
ー
ル
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
多
様
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
、
サ
ー
ビ
ス
も

普
及
。

●�

映
像
の
視
聴
手
段
は
、
１
９
７
３
年
当

時
は
ア
ナ
ロ
グ
方
式
の
地
上
放
送
を
テ

レ
ビ
で
視
聴
。
現
在
は
衛
星
放
送
、
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
の
視
聴
も
可
能
で
あ
り
、

映
像
技
術
の
高
度
化
に
よ
り
超
高
画
質

の
４
Ｋ
・
８
Ｋ
の
映
像
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
モ
バ
イ
ル
端
末

で
視
聴
す
る
こ
と
も
可
能
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
高
度
化
と
サ
ー
ビ
ス
の
多
様

化
に
伴
い
、
社
会
・
経
済
活
動
の
様
々
な

分
野
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
が
浸
透
し

て
い
ま
す
。

●�

企
業
で
は
、
１
９
７
３
年
当
時
は
企
業

内
に
構
築
さ
れ
た
汎
用
機
（
メ
イ
ン
フ

レ
ー
ム
）を
中
心
と
し
て
情
報
を
処
理
。

現
在
は
ク
ラ
ウ
ド
技
術
の
発
展
・
普
及

に
よ
り
、
企
業
内
に
情
報
シ
ス
テ
ム
を

構
築
せ
ず
に
、
デ
ー
タ
の
共
有
や
機
能

の
拡
張
が
可
能
。

●�

現
在
は
、
防
災
・
減
災
、
医
療
な
ど
様
々

な
分
野
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
が
浸

透
。

・�

防
災
・
減
災
分
野
：
セ
ン
サ
ー
や
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
遠
隔
地
か
ら
現
地
の
被
害

状
況
を
確
認
。

・�

医
療
分
野
：
救
急
車
の
中
な
ど
か
ら
ク

ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
に
心
電
図
の
デ
ー
タ
を

送
信
す
る
こ
と
で
病
院
到
着
前
に
病
院

で
心
電
図
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
。

・�

教
育
分
野
：
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
基
づ
き
、
授
業
で
の
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
用
が
浸
透
。

・�

農
業
分
野
：
各
種
セ
ン
サ
ー
情
報
を
活

用
し
た
生
育
管
理
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用

し
た
農
薬
散
布
な
ど
ス
マ
ー
ト
農
業
が

進
展
。

・�
そ
の
他
：
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
に
よ
る
自
動
改

札
や
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
が
普
及
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
高
度
化
と
サ
ー
ビ
ス
の

多
様
化

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
の
社
会
・
経
済
活
動

へ
の
浸
透

電話

農業教育医療

出典：ココログ「夜明け前電話をかける子ども／昭和の風景④」、写真 AC

出典：千葉市消防局、新潟市立江南小学校、写真 AC
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特
集
情
報
通
信
白
書
刊
行
か
ら
50
年
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
変
遷
～

―
令
和
４
年
版
情
報
通
信
白
書
の
概
要
―

第１章　過去50年間での変化を時系列で振り返る

　

１
９
７
３
年
か
ら
１
９
８
５
年
に
か
け

て
は
、
固
定
電
話
や
テ
レ
ビ
放
送
の
普
及

が
進
む
と
と
も
に
、
日
本
電
信
電
話
公

社
（
電
電
公
社
）
が
民
営
化
さ
れ
る
な
ど
、

今
日
の
情
報
化
社
会
の
基
礎
と
な
る
変
化

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

●�

情
報
通
信
白
書
の
刊
行
が
始
ま
っ
た

１
９
７
３
年
度
の
加
入
電
話
の
契

約
者
数
は
２
４
１
７
万
（
図
表
）。

１
９
７
８
年
に
電
話
加
入
の
申
込
み
か

ら
加
入
ま
で
に
期
間
を
要
す
る
「
積

滞
」
が
解
消
、
１
９
７
９
年
に
加
入
者

の
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
り
即
時
に
接
続
す
る

「
全
国
自
動
即
時
化
」
が
達
成
さ
れ
、

１
９
８
１
年
度
に
加
入
電
話
の
契
約
者

数
は
４
０
０
０
万
を
突
破
。

●�

１
９
８
５
年
に
は
電
電
公
社
が
民
営

化
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
）
が
設
立
、
通
信
市
場
に
競
争
原
理

が
導
入
。

●�

放
送
市
場
で
は
、
テ
レ
ビ
放
送
の
普
及

が
進
み
、
テ
レ
ビ
は
国
民
生
活
に
不
可

欠
な
存
在
。

１
９
７
３
年
か
ら
１
９
８
５
年
頃
：

ア
ナ
ロ
グ
通
信
・
放
送
の
時
代

1973 ～ 85 年頃
アナログ通信・放送

の時代

1G

サービス・端末等の高度化・多様化

2G 3G 4G 5G

1985 ～ 1995 年頃
通信・放送市場

の発展

1995 ～ 2005 年頃
インターネットと
携帯電話の普及

2005 ～ 2015 年頃
モバイル活用の拡大と

ブロードバンド化

2015 年～
ICTの社会・経済インフラ

としての定着

国際情勢

通信

放送

ICT の
高度化
多様化

・AT&T 分割等 ・冷戦構造終焉
→技術・研究費等の
民間への還流

・WTO 発足と中国の加盟
・Windows95 販売
・プラットフォーマー
  の誕生

・iPhone 発売
・モバイル向け
  アプリケーション・
  サービスの拡大

・プラットフォーマーの影響力増大

・米中新冷戦
　　・COVID-19 の
 　　  世界的流行

通信自由化

視聴チャネルの多様化 ネットワークの高速化

市場の競争進展 ネットワークの高速化・大容量化の進展

固定電話中心

地上波放送中心 ４Ｋ・８Ｋ

携帯電話とインターネット
の普及（初期）

衛星放送開始
CATV の広がり

携帯電話の多機能化
ブロードバンドの普及

デジタル放送の開始・全国
普及、アナログ放送の終了

スマートフォンの
急速な普及

初期パソコンの
普及の始まり

日常生活・
ビジネスへの浸透

ICT の活用による
新たな生活様式

パソコン通信　　ADSL（定額制）
民間 ISP 登場

テレワーク
オンライン授業

QR コード決済

imode・EZweb　クラウドサービス
おサイフケータイ　SNS　

ネット動画

国
民
生
活
に
不
可
欠
な
社
会
・
経
済
イ
ン
フ
ラ

我が国の加入電話の契約者数の推移

出典：日本電信電話公社社史を基に作成
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１
９
８
５
年
か
ら
１
９
９
５
年
に
か
け

て
は
、
通
信
市
場
で
の
競
争
の
進
展
や
放

送
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
通
じ
て
、
多
様

な
情
報
通
信
・
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

●�

固
定
通
信
市
場
で
は
、
新
規
参
入
に
よ

り
、
長
距
離
通
話
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に

料
金
の
低
廉
化
が
進
展
（
図
表
）。

●�

移
動
通
信
市
場
で
も
徐
々
に
競
争
が
進

展
。
ま
た
、
携
帯
電
話
の
小
型
化
が
進

み
、
１
９
９
３
年
に
は
デ
ジ
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
（
２
Ｇ
）
が
開
始
。

●�

１
９
９
０
年
代
前
半
に
は
、
電
話
回
線

や
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
経
由
で
通
信
事
業
者
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
接
続
し
、
メ
ー
ル
や

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
チ
ャ
ッ
ト
な
ど
テ
キ
ス

ト
を
中
心
と
し
た
デ
ー
タ
の
送
受
信

を
行
う
パ
ソ
コ
ン
通
信
が
急
速
に
普

及
。
利
用
者
数
は
１
９
９
６
年
に
は

５
７
３
万
人
。

●�

１
９
８
９
年
に
Ｂ
Ｓ
放
送
、
１
９
９
２

年
に
Ｃ
Ｓ
放
送
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、

放
送
市
場
で
も
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
が

進
展
。

　

１
９
９
５
年
か
ら
２
０
０
５
年
に
か
け

て
は
、
情
報
通
信
分
野
で
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
化
と
モ
バ
イ
ル
化
が
著
し
く
進
展
す
る

と
と
も
に
、
放
送
分
野
で
も
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
展
し
始
め
ま
し
た
。
一
方
で
、違
法
・

有
害
情
報
の
拡
散
を
始
め
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
負
の
側
面
も
認
識
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

●�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
一
般
家
庭
へ
も
急

速
に
普
及
し
、
写
真
等
の
画
像
も
閲
覧

可
能
と
な
る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
用
い
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
（
例
：

Ｅ
Ｃ
モ
ー
ル
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）
が

拡
大
。

●�

携
帯
電
話
も
料
金
の
低
廉
化
が
進
ん
だ

こ
と
等
に
よ
り
普
及
が
進
み
、
２
０
０

　

�

０
年
に
は
、
移
動
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
契

約
者
数
が
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
契
約

者
数
を
上
回
る
（
図
表
）。

●�

違
法
・
有
害
情
報
の
拡
散
等
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
「
負
の
側
面
」
の
拡
大
に
伴

い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
制
度
的

対
応
が
進
展
。

●�

放
送
系
メ
デ
ィ
ア
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
、
２
０
０
３
年
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
開
始
。

１
９
８
５
年
か
ら
１
９
９
５
年
頃
：

通
信
・
放
送
市
場
の
発
展
と

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
登
場

１
９
９
５
年
か
ら
２
０
０
５
年
頃
：

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
携
帯
電
話
の

普
及

我が国の電話最遠距離料金の推移

我が国の通信サービスの加入者数の推移

※ 3 分あたりの料金。また、NCC（New Common Carrier：新電電）は、1985 年の通信自由化を受けて新規参入した旧第一種電気通信事業者の総称。
出典：日本電信電話（1996）「NTT の 10 年（1985 → 1995）通史編」を基に作成
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特
集
情
報
通
信
白
書
刊
行
か
ら
50
年
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
変
遷
～

―
令
和
４
年
版
情
報
通
信
白
書
の
概
要
―

　

２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
５
年
に
か
け

て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
度
化
が
さ
ら

に
進
展
す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
急
速
に
普
及
し
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
で
動
作
す
る
ア
プ

リ
と
し
て
開
発
・
提
供
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
モ
バ
イ
ル
端
末
の
活
用
シ
ー
ン
が
大

き
く
広
が
り
ま
し
た
。

●�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
の
高
速
化
・

大
容
量
化
が
進
展
し
、
固
定
通
信
網
で

は
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
、
移
動
通
信
網
で
は
Ｌ
Ｔ

Ｅ
が
普
及
。

●�

２
０
０
８
年
に
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
が
発
売

さ
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
急
速
に
普

及
（
図
表
）。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
、
検
索

等
多
様
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー

ビ
ス
等
に
よ
り
、
モ
バ
イ
ル
端
末
の
利

用
シ
ー
ン
が
拡
大
。

●�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
度
化
、
セ
ン
サ
ー

の
高
機
能
化
等
を
背
景
に
、
車
や
家

電
、
ビ
ル
、
工
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ

が
進
展
。

●�

青
少
年
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯

電
話
の
普
及
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
等
に
対

応
す
る
た
め
、
関
連
法
を
整
備
、
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
普
及

啓
発
活
動
を
開
始
。

●�

２
０
１
２
年
に
47
都
道
府
県
全
て
で
地

上
波
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
。

　

２
０
１
５
年
か
ら
現
在
に
か
け
て
は
、

フ
リ
マ
ア
プ
リ
や
民
泊
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
、
ド
ロ
ー
ン
、
Ａ
Ｉ
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
新
た
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
が
登
場
し
、
社
会
へ
急

速
に
浸
透
し
て
い
く
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
も

は
や
我
々
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
社
会
・
経
済
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
フ
ラ
は
更
に
高
度

化
し
、
２
０
２
０
年
３
月
、
５
Ｇ
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
開
始
。
様
々
な
主
体
が

利
用
可
能
な
「
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ
」
の
制

度
が
新
設
さ
れ
、
医
療
、
製
造
業
（
工

場
）
な
ど
多
様
な
分
野
で
の
５
Ｇ
利
活

用
の
推
進
に
向
け
て
実
証
実
験
等
を
実

施
。
ま
た
、
６
Ｇ
／
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
５

Ｇ
に
向
け
た
技
術
戦
略
等
に
つ
い
て
も

検
討
。

●�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

が
普
及
・
本
格
化
。
放
送
事
業
者
は
、

見
逃
し
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
番
組
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
５
年
頃
：

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
と
モ
バ
イ
ル

活
用
の
拡
大

２
０
１
５
年
か
ら
現
在
：

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
社
会
・
経
済
イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
定
着

AI を搭載した人型ロボット
Pepper/ Ⓒ SoftBank Robotics

出典：ソフトバンクロボティクス

我が国のスマートフォンの世帯保有率の推移
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●�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
い
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
等
非
接

触
・
非
対
面
で
の
生
活
様
式
を
可
能
と

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
が
一
層
進
展
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
活
動

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
イ
ン
フ
ラ
。

●�

グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

の
市
場
支
配
力
は
一
層
高
ま
り
を
見
せ

て
お
り
（
図
表
）、
デ
ー
タ
の
寡
占
や

そ
の
取
扱
い
に
関
す
る
課
題
も
顕
在

化
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、
地
域
経
済
の

縮
小
、
災
害
の
激
甚
化
な
ど
、
今
後
我
が

国
に
お
い
て
様
々
な
社
会
的
・
経
済
的
課

題
が
深
刻
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
そ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、労
働
生
産
性
の
向
上
、労
働
参
加

の
拡
大
、
地
域
活
性
化
な
ど
に
向
け
た
取

組
な
ど
に
よ
り
社
会
全
体
の
変
革
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
１
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上

と
労
働
参
加
の
拡
大

●�

我
が
国
の
生
産
年
齢
人
口
は
２
０
３
０

年
に
は
６
８
７
５
万
人
ま
で
減
少
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
に
よ
る
労
働
力
の
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析

等
に
よ
り
、
作
業
の
迅
速
化
や
精
度
向

上
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
、
生
産
・
流

通
過
程
の
更
な
る
効
率
化
が
可
能
。

●�

テ
レ
ワ
ー
ク
等
に
よ
り
多
様
で
柔
軟
な

働
き
方
の
選
択
が
可
能
と
な
り
、
労
働

参
加
率
の
向
上
に
貢
献
。

２
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
地
域
活
性
化

●�

地
域
経
済
の
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
中
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
時
間
と
場
所

の
制
約
を
超
え
て
市
場
が
拡
大
し
、
地

域
企
業
の
商
圏
が
拡
大
。

●�

テ
レ
ワ
ー
ク
等
に
よ
り
地
理
的
制
約
に

囚
わ
れ
な
い
働
き
方
が
可
能
と
な
る
と

と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
・
教
育
等
地

方
に
居
な
が
ら
都
会
と
同
様
の
サ
ー
ビ

ス
を
享
受
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
等
、

地
方
の
定
住
人
口
の
拡
大
に
貢
献
。

３
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
迅
速
・
効
率
的

な
情
報
収
集
と
情
報
伝
達

●�

災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
中
、
多

種
多
様
な
セ
ン
サ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
等
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害

関
連
情
報
の
収
集
や
避
難
情
報
等
の
提

供
を
迅
速
か
つ
正
確
に
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
防
災
・
減
災
に
貢
献
。

４
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理

●�

建
設
後
50
年
以
上
経
過
す
る
施
設
の
割

合
が
２
０
３
３
年
に
は
道
路
橋
63
％
、

河
川
管
理
施
設
62
％
と
予
測
さ
れ
る
な

ど
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
急
速

に
進
む
中
、
監
視
・
解
析
等
へ
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
社
会
資
本
の
長
寿

命
化
の
推
進
や
維
持
管
理
・
更
新
費
な

ど
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
・
平
準

化
に
貢
献
。

今
後
の
日
本
社
会
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
役
割
に
関
す
る
展
望

第２章　今後の日本社会の展望

ＧＡＦＡの売上高の推移

出典：Statista データを基に作成
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特
集
情
報
通
信
白
書
刊
行
か
ら
50
年
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
変
遷
～

―
令
和
４
年
版
情
報
通
信
白
書
の
概
要
―

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
機
器
・
部
品
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
等
の
強
靱
化
は
重
要
な
課

題
。�

●�

近
年
重
要
性
が
増
し
て
い
る
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
過
度
な
海
外
依
存
か
ら
の
脱
却
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
地
方
分
散
、
海
底

ケ
ー
ブ
ル
の
切
断
リ
ス
ク
へ
の
対
応
も

求
め
ら
れ
る
。�

●�

２
０
２
２
年
５
月
、
重
要
物
資
の
安
定

的
な
供
給
の
確
保
、
基
幹
イ
ン
フ
ラ
役

務
の
安
定
的
な
提
供
の
確
保
、
先
端
的

な
重
要
技
術
の
開
発
支
援
お
よ
び
特
許

出
願
の
非
公
開
を
４
つ
の
柱
と
す
る
経

済
安
全
保
障
推
進
法
が
成
立
。

●�

２
０
２
２
年
６
月
、総
務
省
で
は
、オ
ー

ル
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
や
Ｎ
Ｔ
Ｎ

（
Ｎ
ｏ
ｎ
―
Ｔ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ａ

ｌ�

Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
：
非
地
上
系
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）、
セ
キ
ュ
ア
な
仮
想
化
・

統
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
な
ど
、
世
界

を
リ
ー
ド
で
き
る
先
端
的
な
技
術
に
つ

い
て
国
の
集
中
投
資
に
よ
る
研
究
開
発

の
加
速
化
を
図
る
た
め
の
新
た
な
技
術

戦
略
を
策
定
し
た
ほ
か
、
戦
略
基
盤
産

業
と
し
て
の
役
割
が
増
す
情
報
通
信
産

業
の
戦
略
的
自
律
性
の
確
保
と
戦
略
的

不
可
欠
性
の
獲
得
を
目
指
す
べ
く
、
総

合
戦
略
を
策
定
（
13
ペ
ー
ジ
参
照
）。

５
．
グ
リ
ー
ン
社
会
実
現
へ
の
貢
献

●�

地
球
温
暖
化
の
深
刻
化
が
見
込
ま
れ
る

中
、
社
会
・
経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴

い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
が
増

加
し
（
図
表
）、
I
C
T
機
器
の
消
費

電
力
も
増
加
。
新
技
術
を
活
用
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
省
電
力
化
な
ど
に
よ
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
自
身
の
グ
リ
ー
ン
化
（
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ 

ｏ
ｆ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
社
会
全
体
の
業
務
効
率
化
や

人
・
物
の
移
動
の
削
減
な
ど
に
よ
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
化
（
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ

ｎ 

ｂ
ｙ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
に
よ
り
、
グ
リ
ー

ン
社
会
の
実
現
を
促
進
。

　

社
会
・
経
済
活
動
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

役
割
が
大
き
く
な
る
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
社

会
・
経
済
活
動
へ
の
急
速
な
浸
透
に
伴
い

既
に
顕
在
化
し
て
い
る
課
題
も
あ
り
、
我

が
国
を
含
む
各
国
に
お
い
て
対
応
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

１
．
国
際
環
境
の
変
化
に
伴
う
リ
ス
ク
へ

の
対
応

●�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
活
動

を
支
え
る
最
も
基
幹
的
な
イ
ン
フ
ラ
の

１
つ
と
な
っ
て
お
り
、
国
際
情
勢
が
複

雑
化
す
る
中
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

２
．
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス

●�

デ
ー
タ
の
経
済
的
価
値
が
高
ま
る
中
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

へ
の
デ
ー
タ
の
集
中
や
デ
ー
タ
の
取
扱

い
等
へ
の
懸
念
が
増
大
。

●�

２
０
２
１
年
６
月
、
デ
ー
タ
の
適
正
な

利
活
用
等
に
向
け
て
「
包
括
的
デ
ー
タ

戦
略
」
を
閣
議
決
定
。

●�

２
０
２
２
年
６
月
、
利
用
者
の
利
益
に

及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
電
気
通
信
事
業

者
に
取
得
す
る
利
用
者
情
報
の
取
扱
規

程
の
策
定
・
届
出
等
を
義
務
付
け
る
改

正
電
気
通
信
事
業
法
が
成
立
。

３
．
違
法
・
有
害
情
報
へ
の
対
応

●�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
等
の
普

及
に
よ
り
、
他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
表

現
や
知
的
財
産
権
侵
害
の
コ
ン
テ
ン
ツ

等
違
法
・
有
害
情
報
や
偽
情
報
の
拡
散

へ
の
懸
念
が
増
大
。

●�

発
信
者
情
報
開
示
に
つ
い
て
新
た
な
裁

判
制
度
（
非
訟
手
続
）
を
創
設
す
る
こ

と
な
ど
を
内
容
と
す
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
責

任
制
限
法
の
改
正
等
の
制
度
的
な
対
応

を
実
施
。

●�

ま
た
、
利
用
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

向
上
、
相
談
窓
口
の
設
置
、
フ
ァ
ク
ト

チ
ェ
ッ
ク
の
推
進
等
、
民
間
の
多
様
な

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
様
々
な
取
組
を

推
進
。

顕
在
化
し
て
い
る
課
題
へ
の
対
応

我が国のインターネットトラヒックの推移（固定系ブロードバンド、ダウンロードトラヒック）
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●�

情
報
通
信
産
業
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
51
・
０
兆
円
（
前
年

比
２
・５
％
減
）

●�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
額
（
名
目
値
）
は

10
・
6
兆
円
（
全
輸
出
額
の
13
・
７
％
）、
輸
入
額
（
名

目
値
）
は
16
・
8
兆
円
（
全
輸
入
額
の
18
・
４
％
）

●�

２
０
２
０
年
度
の
日
本
の
電
気
通
信
産
業
の
売
上
高

は
15
兆
２
４
０
５
億
円
（
前
年
度
比
２
・５
％
増
）

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
は
急
速

に
増
加

●�

２
０
２
０
年
度
の
日
本
の
放
送
事
業
者
全
体
の
売
上

高
は
３
兆
５
５
２
２
億
円
（
前
年
度
比
８
・１
％
減
）

●�

日
本
に
お
い
て
、
2
0
2
1
年
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

広
告
（
２
兆
７
０
５
２
億
円
）
が
マ
ス
コ
ミ
4
媒
体

広
告
（
２
兆
４
５
３
８
億
円
）
を
初
め
て
上
回
っ
た

●�
日
本
の
無
線
局
数
は
２
０
１
０
年
度
末（
１
億
２
０
９

　

�

９
万
局
）
か
ら
２
０
２
０
年
度
末
（
２
億
７
７
１
１
万

局
）
に
か
け
て
２
・３
倍
に
増
加

●�

２
０
２
０
年
度
末
時
点
の
５
Ｇ
基
盤
展
開
率
は
16
・

５
％
、
５
Ｇ
基
地
局
数
は
約
２
・１
万
局

●�

２
０
２
１
年
の
日
本
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
生
産

額
は
７
７
４
３
億
円
（
前
年
比
０
・
５
％
減
）、
半
導

体
の
出
荷
額
は
７
４
１
２
億
円
（
同
29
・
６
％
増
）

●�

２
０
２
０
年
の
日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
輸
出
額
は

６
兆
８
７
１
億
円
、
輸
入
額
は
９
兆
５
８
０
４
億
円

で
、
３
兆
４
９
３
２
億
円
の
輸
入
超
過

●�

２
０
２
１
年
の
日
本
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
市
場
規
模
は
１
兆
７
３
４
１
億
円
（
前
年
比
11
・

６
％
増
）
※
1

●�

２
０
２
１
年
の
日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
の
市
場
規
模
は
１
兆
５
８
７
９
億
円
（
前
年
比

28
・
５
％
増
）
※
2

●�

２
０
２
１
年
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
に
お
け
る
サ
イ
バ
ー

攻
撃
関
連
通
信
数
は
約
５
１
８
０
億
パ
ケ
ッ
ト
（
前

年
比
９
・２
％
減
）

●�

２
０
２
０
年
の
国
内
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品
の
ベ

ン
ダ
ー
別
シ
ェ
ア（
売
上
額
）に
占
め
る
外
資
系
企
業

の
シ
ェ
ア
は
50
％
超
※
3

●�

２
０
２
１
年
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
個
人
の

保
有
割
合
は
74
・
３
％
（
前
年
差
5
ポ
イ
ン
ト
増
）

●�

年
齢
階
層
別
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
率
は
13
歳
～

59
歳
ま
で
の
各
階
層
で
は
９
割
を
超
え
て
い
る
が
、

60
歳
以
降
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
利
用
率
は
低
下

●�

２
０
２
１
年
度
の
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
連
結
決
算

は
、経
常
収
益
が
約
11
・３
兆
円
（
前
年
度
比
３
・９
％

減
）、当
期
純
利
益
が
５
０
１
６
億
円（
同
19
・９
％
増
）

第３章　ＩＣＴ市場の動向
｜第 ２ 部｜情 報 通 信 分 野 の 現 状 と 課 題

日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
の
概
況（
２
０
２
０
年
）

サ
ー
ビ
ス
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

デ
ジ
タ
ル
活
用

郵
便
事
業
・
信
書
便
事
業

電
気
通
信
事
業

放
送
・
コ
ン
テ
ン
ツ

電
波
の
利
用
状
況

機
器
・
端
末
関
連

コンテンツ・
サービス

動画・
音楽配信

固定
電話

テレビ、
ラジオ

パソ
コン

携帯
基地局

スマートフォン、
タブレット

ルーター、
LAN スイッチ

IoT
（ウェアラブルデバイス、

ドローン、ロボット等）

半導体等電子部品
（集積回路、プロセッサー、

RAM 等）

固定系通信
衛星通信 衛星放送 地上放送 ケーブル

テレビ移動系通信
海底ケーブル

クラウド

電気通信事業

周波数利用

データセンター

利用者（企業、自治体、国民）

横断的領域
（セキュリティ、AI、ソフトウェア、データ等）

電子書籍 SNS EC

ID

電子決済 検索・広告 放送
（有料放送、広告放送）

放送事業
クラウド・

データセンター

ネットワーク

端末・機器

※
１
～
３ 

出
典
：
I
D
C 

J
a
p
a
n
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特
集
情
報
通
信
白
書
刊
行
か
ら
50
年
～
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
の
変
遷
～

―
令
和
４
年
版
情
報
通
信
白
書
の
概
要
―

第４章　総務省におけるＩＣＴ政策の取組状況
（総合的なＩＣＴ政策の推進）

デジタル田園都市国家構想の実現に向けて

●�
地
方
か
ら
デ
ジ
タ
ル
の
実
装
を
進

め
、
新
た
な
変
革
の
波
を
起
こ
し
、

地
方
と
都
市
の
差
を
縮
め
て
い
く

こ
と
で
、
世
界
と
つ
な
が
る
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
の

実
現
に
向
け
、
構
想
の
具
体
化
を

図
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
実
装

を
通
じ
た
地
方
活
性
化
を
推
進
す

る
た
め
、
2
0
2
1
年
11
月
に

内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
と
す
る

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

実
現
会
議
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●�

こ
れ
を
受
け
、
総
務
省
で
は
、
２

　

０
２�

１
年
11
月
、
総
務
大
臣
を
本

　

�

部
長
と
す
る
「
総
務
省
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
推
進
本
部
」

を
設
置
し
、
構
想
の
実
現
に
向
け
、

「
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
」、「
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
・
確
保
／
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
た
め
の
取

組
」
お
よ
び
「
地
域
課
題
を
解
決

す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
実
装
」
の

３
つ
の
柱
に
基
づ
く
取
組
を
推
進

し
て
い
ま
す
（
図
表
）。

●�

総
務
省
で
は
、
２
０
２
１
年
９
月
、

情
報
通
信
審
議
会
に
「
２
０
３
０

年
頃
を
見
据
え
た
情
報
通
信
政
策

の
在
り
方
」
に
つ
い
て
諮
問
、
同

審
議
会
で
S
o
c
i
e
t
y
5
・

0
の
実
現
や
経
済
安
全
保
障
の
確

保
に
向
け
た
情
報
通
信
政
策
の
方

向
性
や
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
事

項
な
ど
に
関
す
る
調
査
検
討
を
実

施
し
ま
し
た
。

●�

同
審
議
会
の
答
申
（
２
０
２
２
年

６
月
）
は
、
情
報
通
信
産
業
の
戦

略
的
自
律
性
の
確
保
と
戦
略
的
不

可
欠
性
の
獲
得
を
目
指
す
た
め
の

今
後
の
取
組
の
方
向
性
や
、
①
５

Ｇ
の
普
及
と
高
度
化
、
海
外
展
開
、

②
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
拡
充
等
、

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
８
つ
の

領
域
等
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

の
実
現
に
向
け
た

取
組
の
推
進

２
０
３
０
年
頃
を
見
据
え
た

情
報
通
信
政
策
の
在
り
方

に
関
す
る
検
討
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米旅行誌が世界で最も美しい 14
駅の 1 つに選出した金沢駅。兼
六園口にあるもてなしドームは大
きな傘をイメージしたガラス天
井。その先には能楽の鼓をイメー
ジした高さ 13.7m の鼓門が。

金か

な

沢ざ

わ

市

世
界
に
誇
れ
る
幅
広
い
文
化
が

息
づ
く
ま
ち

石
川
県

Kanazawashi

人口
（推計）

面積
URL

46 万 336 人

（令和 4 年 7 月1日現在）

468.81㎢

https://www4.city.

kanazawa.lg.jp/
　伝統文化を継承する一方で、新しい文化を
取り入れ、それらが互いに刺激を与え、融合
しながら発展していく。こうした力を備える
金沢の地には工芸や現代美術、伝統芸能や
オーケストラ・アンサンブル金沢に代表され
る音楽など世界に誇れる幅広い文化が息づい
ています。
　当市は、市街地整備においては昔ながらの
まちなみを保全しつつ都市機能を高め、教育
においては芸術に触れてもらうことで心の豊
かさを育むなど伝統文化を生かした市政運営
に努めています。国内外から訪れる方々には
奥深い文化をご堪能いただけるよう観光施策
にも力を入れてまいります。

伝
統
文
化
を
継
承
す
る
一
方
で

新
し
い
文
化
を
取
り
入
れ

融
合
し
な
が
ら
発
展

金沢市長 村山 卓
たかし

新しい文化の創造と新たなま
ちの賑わいの創出を目的とし
て造られた金沢 21 世紀美術
館。直径 113m の円形構造
で展示室は 2,056m²。

美

山
山
系
か
ら
連
な
る
山
地
か
ら
金

沢
平
野
を
経
て
日
本
海
に
至
る
市

域
を
有
し
、
山
と
海
の
恵
み
を
受
け
る
金

沢
市
は
農
林
水
産
業
が
盛
ん
で
、
か
つ
市

街
地
は
商
工
業
が
発
展
し
た
北
陸
有
数
の

大
都
市
で
す
。

　

水
や
緑
が
豊
か
な
市
の
中
心
部
に
は
加

賀
藩
前
田
家
の
居
城
跡
に
造
ら
れ
た
金
沢

白

金沢市

石川県の県庁所在地。明治 22 年の市制

施行以来、近隣町村との編入・合併を重

ねて市域を拡大し、平成８年に中核市に。
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紅殻格子と石畳の昔ながらの
まちなみの中、買い物や食事
を楽しめるひがし茶屋街。市
内には主

か ず え ま ち

計町茶屋街、にし茶
屋街も。

日本海側の気候が乾燥を嫌う
金箔製造に適することもあり
全国の生産量の 99％以上が
金沢産。縁付金箔製造はユネ
スコの無形文化遺産に登録。

治部煮は加賀料理の代表格。
鴨肉に小麦粉をまぶし、すだ
れ麩やシイタケ、セリなどを
出汁や醤油で煮たもの。とろ
みのある汁が特徴。

街金食

城
公
園
や
日
本
三
名
園
の
一
つ
、
兼
六
園

が
あ
り
、
ま
た
大
規
模
な
戦
災
や
自
然
災

害
を
免
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
市
内
に
は
長

町
武
家
屋
敷
跡
や
寺
院
群
、
茶
屋
街
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
な
み
に
加
え
て
現

在
も
営
ま
れ
て
い
る
茶
の
湯
や
能
楽
、
加

賀
万
歳
な
ど
の
伝
統
行
事
、
伝
統
文
化
、

工
芸
技
術
が
一
体
と
な
っ
て
形
成
さ
れ
る

良
好
な
市
街
地
環
境
が
評
価
さ
れ
、
平
成

21
年
に
は
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ
く

歴
史
都
市
の
第
1
号
認
定
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

加
賀
百
万
石
の
城
下
町
と
し
て
繁
栄
し

た
江
戸
時
代
、
加
賀
藩
の
工
芸
振
興
の
も

と
加
賀
友
禅
や
金
沢
漆
器
、
金
沢
九
谷
な

ど
の
伝
統
工
芸
が
発
展
し
、
こ
れ
ら
が
今

も
継
承
さ
れ
る
金
沢
は
平
成
21
年
に
ユ
ネ

ス
コ
の
創
造
都
市
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
独
自
の
文
化
を
産
業
と
結
び
つ
け
、

新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
る
都
市
で
あ

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
伝
統
文
化
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
金
沢
市
は
新
し
い
魅
力
と
活
力
の

創
出
に
も
注
力
し
て
お
り
、
多
く
の
来
館

者
を
集
め
る
金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
設
置

や
、
玉
川
図
書
館
、
鈴
木
大
拙
館
と
い
う

内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
る
現
代
公
共
建
築

物
の
整
備
な
ど
未
来
を
見
す
え
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
方
の
か
が
や
き
　
石
川
県 

金
沢
市

1

4

6

23

■兼六園は、宏大と幽邃、人力と蒼古、水泉と眺望を兼
ね備える庭園として命名。国の特別名勝。■風情ある長
町武家屋敷跡。■市民の台所、近江町市場には約 170
店が。海鮮丼などは観光客に人気。■ 6 月に開催され
る金沢百万石まつりの百万石行列。城下町金沢の勇壮か
つ華麗な祭り。■金沢ゆかりの国際的建築家である谷口
吉生氏が設計した鈴木大拙館。■ 18 世紀に宮崎友禅斎
が基礎を築いた加賀友禅。草木などの写実的な絵柄が特
徴。

1

2

3

4

5

6

5

画像提供：金沢市
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ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
行
か
な
い
・

書
か
な
い
・
待
た
な
い
市
役
所
」

を
掲
げ
る
金
沢
市
は
昨
年
度
ま
で
に
約

１
９
０
０
の
手
続
で
押
印
を
廃
止
し
、

３
９
５
の
手
続
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る
と

と
も
に
各
職
場
の
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
や
テ

レ
ワ
ー
ク
、
事
務
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
無

線
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
環
境
の
導
入
を

終
え
ま
し
た
。
今
年
度
は
決
裁
の
原
則
電

子
化
や
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
、

コ
ピ
ー
用
紙
の
使
用
量
の
50
％
削
減
（
令

和
元
年
度
比
）
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用

し
、
地
域
の
課
題
を
自
分
た
ち
で
解
決
す

る
シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
推
進
協
議
会
の
設
置
や
ア
プ
リ
開
発

を
学
ん
で
も
ら
う
シ
ビ
ッ
ク
テ
ッ
ク
塾
な

ど
で
裾
野
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。
実

践
的
な
取
組
で
あ
る
地
域
課
題
解
決
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
地
域
課
題
を
解

決
す
る
作
り
手
と
課
題
を
抱
え
る
市
民
を

マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
共
に
取
り
組
ん
で
も
ら

う
も
の
。
昨
年
度
は
地
図
上
に
古
紙
等
回

収
拠
点
を
表
示
し
、
回
収
品
目
な
ど
も
分

か
り
や
す
く
調
べ
ら
れ
る
ア
プ
リ
が
開

発
・
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
自
ら
地
域
課
題
を
解
決
す
る
ま
ち
に

デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
推
進

公開要望を受け、市民や有識者、市担当課が意見交換するオープ
ンデータ官民ラウンドテーブル。

金沢そだち６品目
（すいか、小玉すい
か、なし、トマト、だ
いこん、きゅうり）。

「海幸金沢」の金
沢甘えび。旬は 9
～ 2 月。

加賀野菜 15 品目（金時草、加賀太きゅ
うり、たけのこ、打木赤皮甘栗かぼちゃ、
ヘタ紫なす、加賀つるまめ、赤ずいき、
加賀れんこん、さつまいも、金沢一本
太ねぎ、源助だいこん、金沢春菊、二
塚からしな、金沢せり、くわい）。

加
賀
野
菜
と
金
沢
の

ブ
ラ
ン
ド
水
産
物

　

金
沢
市
で
は
、
平
成
９
年
に
生
産
者
や
農

業
・
流
通
関
係
団
体
等
と
と
も
に
金
沢
市
農

産
物
ブ
ラ
ン
ド
協
会
を
立
ち
上
げ
、
昭
和
20

年
以
前
か
ら
金
沢
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
伝
統

野
菜
15
品
目
を
「
加
賀
野
菜
」
と
認
定
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
金
沢
の
風
土
を
生
か
し
て
生
産
さ
れ

た
優
れ
た
農
産
物
６
品
目
を「
金
沢
そ
だ
ち
」

と
し
て
認
証
し
、
消
費
者
へ
の
周
知
と
信
頼

を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
加
賀
野
菜
と
併
せ

生
産
振
興
と
消
費
拡
大
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

同
様
に
金
沢
の
海
の
幸
に
つ
い
て
も
、
そ
の

総
称
を
「
海
幸
金
沢
」
と
銘
打
ち
、「
金
沢

甘
え
び
」「
加
能
ガ
ニ
金
沢
」「
金
沢
香
箱
」

の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た
め
、
産
地
と

と
も
に
品
質
向
上
と
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

古紙等回収拠点マッピングアプリを開発した市民チームが
村山市長に完成を報告した。

地域課題を抱える人と ICT を活用する作り手が語り合う
地域課題解決マッチングイベント。

令和３年 11 月のシビックテックサミットカナザワ 2021。
インプット（講演）とワークショップを実施。
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地
方
の
か
が
や
き
　
石
川
県 

金
沢
市

世
界
に
誇
る
文
化
都
市
金
沢
の

実
現
に
向
け
て

　金沢未来のまち創造館の１階にある「ノマチ
カフェ」では、金沢市の姉妹都市の代表的な
料理を日本人向けにアレンジした国際交流メ
ニューなどを楽しむことができます。
　金沢未来のまち創造館は、スタートアップ・
新ビジネス創出、子どもの独創力育成、食の価
値創造を３つの柱として事業活動を行っており、

「ノマチカフェ」はこの場で生まれた様々なア
イデアを共有し、利用者が交流を図る場として
も利用されています。

工
芸
や
芸
能
、
ス
ポ
ー
ツ
、
現
代
建

築
な
ど
多
様
な
文
化
資
産
を
有
す

る
金
沢
市
は
こ
れ
ら
を
生
か
す
た
め
工
芸

家
の
育
成
支
援
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど

様
々
な
施
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
７
月
に
は
、
文
化
都
市
と
し
て
の

魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る
施
策
に
つ
い
て
部

局
横
断
で
協
議
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
、

世
界
に
誇
る
文
化
都
市
金
沢
推
進
本
部
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
事
業
と
し
て
７
月
１
日
に
文
化

芸
術
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
「
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ

ル
金
沢
」
を
金
沢
芸
術
創
造
財
団
内
に
開

設
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
情
報
発
信
、
広
報

活
動
の
支
援
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

音
楽
に
つ
い
て
は
市
庁
舎
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー

ト
の
月
１
回
定
期
開
催
（
第
４
金
曜
日
）

や
新
た
に
金
沢
ジ
ャ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
を
開

講
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
市
文
化
施
設
の
所
蔵
品
を

ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
構
築
や
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
文
化

施
設
を
巡
る
旅
行
プ
ラ
ン
を
作
る
た
め
の

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

国際交流メニューを楽しめる「ノマチカフェ」
（金沢未来のまち創造館）

い
い
お
店

見
つ
け
た
！

旧野町小学校を改
修した金沢未来の
まち創造館。

期間限定の国際交
流メニュー、姉妹都
市ナンシー市（フ
ランス）のポテ。

金沢市を拠点とする⼯芸のつくり手などの情報を
配信するサイト「金沢市デジタル⼯芸展」。名品
に出会える。

9 月 17 日～ 19 日に金沢ジャズ
ストリートを開催。市中心部の広
場や公園をステージとする「まち
かどライブ」を３年ぶりに実施す
る（写真は令和元年度）。

全国の大学茶道部が金沢市
に集まる全国学生大茶会を
8 月に実施した ( 写真は令
和元年度 )。

https://kanazawa-dkogei.com/
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市
区
町
村
ま
た
は
都
道
府
県
の
公
害
苦

情
相
談
窓
口
で
は
、
無
料
で
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
害
苦
情
相
談

の
約
７
割
が
１
週
間
以
内
に
解
決
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
な
身
近
な
「
騒
音
」
や
「
悪

臭
」
な
ど
に
よ
る
被
害
で
も
、
相
当
範
囲

に
わ
た
る（
あ
る
程
度
の
広
が
り
が
あ
る
）

場
合
は
、「
公
害
」
と
な
り
ま
す
。

MIC
NEWS

01
騒
音
や
悪
臭
な
ど
に
困
っ
た
と
き
は
…

気
軽
に
市
区
町
村
等
の「
公
害
苦
情
相
談
窓
口
」へ

公害で困ったら市区町村等の「公害苦情相談窓口」へ

このような被害でお困りですか？

騒  音

悪  臭

大 気 汚 染

振  動

• 建設工事の音に対するストレスがある。
•工場の機械の音がやかましく、体調がすぐ
 れない。
• 深夜営業店の騒音がひどく、安眠できない。

• 食品加工工場から魚の腐ったような
  臭いが漂っていて、気分が悪くなる。
• 養豚、養鶏場から不快な臭いがして
  困っている。
• 飲食店から排出される調理の臭いに
  困っている。

•工場からの煙や粉じんで、家や車、洗濯物
  などが汚れる。
• 建物解体によるアスベストが心配。
• 焼却場の煙の中に有害物質が含まれてい
  るかもしれない。

•工事現場のトラックの出入り
  や作業機械のせいで、家が
  揺れ、壁にひびが入る。

公害苦情調査結果
https://www.soumu.go.jp/kouchoi/knowledge/report/main.html

苦情処理件数
約5万件
（令和 2年度）
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市
区
町
村
ま
た
は
都
道
府
県
の
公
害
苦

情
相
談
窓
口
の
担
当
職
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

担
当
職
員
が
、
相
談
を
受
け
た
こ
と
に

つ
い
て
被
害
の
実
情
な
ど
を
調
べ
ま
す
。

　

被
害
の
原
因
や
実
態
が
は
っ
き
り
す
る

と
、
担
当
職
員
が
関
係
者
に
対
し
改
善
の

た
め
の
指
導
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
公
害
苦
情
の
解
決
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

公
害
苦
情
相
談
で
解
決
で
き
な
い
と
き

は
、「
公
害
紛
争
処
理
」
の
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
公
害
紛
争
処
理

は
、
公
害
等
調
整
委
員
会
や
都
道
府
県
の

公
害
審
査
会
等
が
間
に
入
り
、
紛
争
の
解

決
を
図
る
も
の
で
す
。
事
件
の
申
請
手
数

料
は
裁
判
に
比
べ
て
低
く
抑
え
ら
れ
、
ま

た
、
必
要
に
応
じ
て
行
政
の
費
用
負
担
で

資
料
の
収
集
や
調
査
を
行
う
な
ど
、
当
事

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、「
公
調
委　

公
害
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

解
決
ま
で
の
流
れ

公
害
苦
情
相
談
で
解
決
で
き
な
い
と
き
は

公害苦情相談窓口はこちらから

お 知 ら せ

総務省公害等調整委員会事務局

苦
情
相
談

現
地
調
査

改
善
指
導

解
決
！

公害苦情相談窓口  https://www.soumu.go.jp/kouchoi/complaint/soudan_madoguchi.html

公調委  公害相談ダイヤル  
TEL 03-3581-9959
月～金曜日  10:00 ～12:00、13:00 ～17:00
　　　　　 （祝休日および 12 月 29 日～１月３日は除く）
FAX     03-3581-9488
e-mail kouchoi@soumu.go.jp
URL    https://www.soumu.go.jp/
            kouchoi/

公害等調整委員会公式 Twitter  
https://twitter.com/MIC_
kouchoi

公害等調整委員会設立 50 周年
記念特設サイト  
https://www.soumu.go.jp/
kouchoi/50th_anniversary.
html

市区町村または都道府県の公害苦情相談窓口の連絡先は、
公害等調整委員会ホームページに掲載されています。

　公害等調整委員会は、本年 7 月１日に設立
50 周年を迎えました。
　設立 50 周年記念特設サイトでは、記念の行
事や事業などについて紹介しておりますので、
ご覧ください。また、公式 Twitterアカウント
でも随時情報を発信しますので、フォローをお
願いします。
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住宅火災による死者数と高齢者の割合
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老
人
の
日
・
敬
老
の
日
に
「
火
の
用
心
」
の
贈
り
物

住
宅
防
火
・
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
：
９
月
１
日（
木
）～
９
月
21
日（
水
）

　

近
年
の
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
を
見

る
と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
占
め
る
割

合
が
約
７
割
と
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
な
る
高
齢
化

の
進
展
に
伴
い
、
高
齢
者
の
住
宅
火
災
に

お
け
る
死
者
数
の
割
合
は
増
加
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

総
務
省
消
防
庁
で
は
、
住
宅
火
災
か
ら

高
齢
者
を
守
る
た
め
、
敬
老
の
日
を
中
心

に
毎
年
「
住
宅
防
火
・
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
：
９
月
１
日
～
９
月
21
日
）。

　

た
ば
こ
や
ス
ト
ー
ブ
、
こ
ん
ろ
等
の
火

が
寝
具
や
衣
類
に
燃
え
移
り
、
火
事
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
寝
具
、
衣
類
及
び

カ
ー
テ
ン
な
ど
に
は
、
燃
え
に
く
く
作
ら

れ
た
「
防
炎
品
」
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

火
が
燃
え
移
り
に
く
く
な
り
、
ま
た
、
燃

え
移
っ
た
と
し
て
も
急
激
に
拡
大
す
る
の

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る
た
め
に
は
、

逃
げ
遅
れ
な
い
よ
う
、
火
災
の
発
生
を
で

き
る
限
り
早
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
を
検
知
し

て
警
報
を
鳴
ら
す
も
の
で
、
火
災
を
早
く

知
る
た
め
に
有
効
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
き
ち
ん
と
作
動
す

る
よ
う
に
、
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
こ
と
で
被

害
を
少
な
く
す
る
た
め
、
消
火
器
を
使
っ

て
初
期
消
火
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
す
。

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
普
段
か

ら
使
い
方
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
15
日
は
老
人
の
日
、
19
日
は
敬
老

の
日
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
点
検
し
た
り
、
防
炎
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
す
る
な
ど
火
災
か
ら
身

を
守
る
方
法
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

布
団
や
枕
、
パ
ジ
ャ
マ
や

エ
プ
ロ
ン
は「
防
炎
品
」で
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
は

定
期
的
に
点
検
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

お
う
ち
に
住
宅
用
消
火
器
は
あ
り
ま
す
か
？

高齢者を住宅火災
から守るために

　各自治体の火災予防条例で設置が
義務づけられている「住宅用火災警報
器」。その寿命は約 10 年ですが、故
障する可能性も考えて年 2 回程の定
期的な点検が必要です。また、10 年
を目安に本体を交換しましょう。

　「防炎品」であれば、万が一、火災
が発生しても、急激に火炎が拡大す
るのを防ぐことができます。
　寝具や衣類、カーテンやじゅうたん、
車やバイクのボディカバーなどにも「防
炎品」はあります。

　消火器には、小さく軽い「住宅用
消火器」や、スプレー式で高齢者でも
扱いやすい「エアゾール式簡易消火
具」といったものも販売されています。

逃げ遅れを防ぐために

防炎品を使いましょう

住宅用消火器などを
用意しましょう

総務省消防庁予防課予防係
Tel. 03-5253-7523
https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/juukei.html

お問い合わせ先
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●�政府の重要な調査として統計法（平成19年法律第53号）に定められた「基幹統計調査」
として、統計局では都道府県・市区町村を通じて日本の就業・不就業の実態を明らかにする
　「令和４年就業構造基本調査」を実施します。

https://www.stat.go.jp/data/shugyou/2022/campaign/index.html
詳しくは、就業構造基本調査のホームページをご覧ください

就業構造基本調査

提 出 方 法 が 選 べ ま す

回 答 の 義 務 が あ り ま す

調査の回答に当たっては、インターネットで回
答するか、紙の調査票を郵送または調査員に提
出するかを選択いただけます。

統計法では、基幹統計調査を受ける人には回答の義務（報
告義務）を、また、調査を実施する関係者には調査によっ
て知ったことを他に漏らしてはならない義務（守秘義務）
を規定しています。さらに、これらに反したときには罰則
が定められています。
なお、調査への回答内容を統計作成の目的以外に使用する
ことはありません。

＜調査は、８月下旬から始まり、９月下旬に調査をお願いする世帯に調査書類を配布します＞
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第２次岸田改造内閣・
総務省の新体制

第２次岸田改造内閣発足に伴い、寺田総務大臣、柘植総務副
大臣、尾身総務副大臣、杉田総務大臣政務官、国光総務大臣
政務官、中川総務大臣政務官が新しく就任されました。

総務大臣　
寺田　稔
広島県出身
昭和 33 年１月 24 日生まれ
平成 16 年　衆議院議員初当選
　　　　　　当選 6 回
平成 19 年　防衛大臣政務官
平成 24 年　内閣府副大臣兼復興副大臣
令和　元 年　総務副大臣
令和　3 年　内閣総理大臣補佐官

中川 貴元
愛知県出身
昭和 42 年 2 月 25 日生まれ
令和　3 年　衆議院議員初当選
　　　　　　当選 1 回

尾身 朝子
東京都出身
昭和 36 年 4 月 26 日生まれ
平成 26 年　衆議院議員初当選
　　　　　　当選３回
令和　元 年　外務大臣政務官

国光 あやの
山口県出身
昭和 54 年 3 月 20 日生まれ
平成 29 年　衆議院議員初当選
　　　　　　当選 2 回

柘植 芳文
岐阜県出身
昭和 20 年 10 月 11 日生まれ
平成 25 年　参議院議員初当選
　　　　　　当選 2 回

杉田 水脈
兵庫県出身
昭和 42 年 4 月 22 日生まれ
平成 24 年　衆議院議員初当選
　　　　　　当選３回

副大臣

大臣政務官
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９
月
号
を
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
、「
地
方
の
か
が
や
き
」
で
ご

紹
介
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
加
賀

百
万
石
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
北

陸
有
数
の
都
市
、
金
沢
市
で
す
。
私
も

15
年
ほ
ど
前
に
３
年
間
過
ご
し
ま
し
た
。

　

伝
統
文
化
、
古
い
街
並
が
残
る
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
ジ
ャ
ズ
や

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
現
代
美
術
な
ど
幅
広

い
文
化
の
取
組
の
ほ
か
、
金
沢
21
世
紀

美
術
館
や
鈴
木
大
拙
館
な
ど
国
の
内
外

で
評
価
さ
れ
る
新
し
い
公
共
施
設
を
活

用
し
た
街
づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
べ
物
も
甘
エ
ビ
や
カ
ニ
な

ど
の
海
の
幸
だ
け
で
な
く
、
金
沢
カ

レ
ー
や
金
沢
お
で
ん
な
ど
も
人
気
で
す
。

　

北
陸
新
幹
線
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
も

良
く
な
り
、「
伝
統
の
継
承
」
と
「
創
造
・

発
展
」
の
取
組
を
続
け
る
金
沢
市
に
今

後
も
注
目
で
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
室　

Ａ
・
Ｋ
）

編 集 後 記editor ial  note

 広報誌 ｢総務省｣ についてのご意見・ご要望は、FAX または電子メールでお寄せください
FAX ▶ 03-5253-5174　MAIL ▶ kohoshi@soumu.go.jp

　

橿
原
市
で
は
、
平
成
30
年
2
月
、
市

役
所
分
庁
舎
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
奈
良
県
一
の
高

さ
の
複
合
施
設
（
愛
称
・
ミ
グ
ラ
ン
ス
）

を
オ
ー
プ
ン
。
ミ
グ
ラ
ン
ス
に
は
歴
史

あ
る
橿
原
市
の
町
並
み
を
一
望
で
き
る

展
望
フ
ロ
ア
も
あ
り
、
人
気
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
便
性
と
話
題
性
を
活
か
し
て
、
令

和
３
年
７
月
１
日
か
ら
は
、
当
施
設
1

階　

屋
内
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
特
設
会
場
を
開
設
。
特
設
会
場
で

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・

交
付
お
よ
び
電
子
証
明
書
の
更
新
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
受
付
サ
ポ
ー
ト
も
実

施
し
、
よ
り
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
所
持
、
な
ら
び
に
期
間
内
に

申
請
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
地
域
の
お

店
や
大
型
商
業
施
設
な
ど
橿
原
市
内
で

使
用
で
き
る
「
か
し
は
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
商
品
券
」
３
０
０
０
円
分
を
配

布
。
取
扱
店
は
、
橿
原
市
Ｈ
Ｐ
（
か
し

は
ら
プ
ラ
ス
）
に
て
募
集
し
た
結
果
、

５
２
６
店
舗
（
令
和
3
年
8
月
1
日
時

点
）
で
利
用
可
能
と
な
り
、
地
域
の
消

費
活
性
化
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
率
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

マイナンバーカード普及促進の取組事例を紹介！

奈
良
県
橿
原
市

市
役
所
分
庁
舎
と
ホ
テ
ル
が
同
じ
建
物
に
!?

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
特
設
会
場
を
開
設
！

ミグランス内マイナンバーカード特設会場の様子

か
し
　 

は
ら
　  

し

配布していたマイナンバー商品券
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